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東
村
山
市
長　

渡
部　

尚

（
当
協
会
名
誉
会
長
）

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
市
と
東
村

山
市
は
1978
年
１
月

26
日
に
姉
妹
都
市

提
携
を
し
て
以
来
、
43
年
と
い
う
永

い
年
月
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
両
市

の
友
好
に
ご
尽
力
頂
い
て
お
り
ま
す

東
村
山
市
国
際
友
好
協
会
の
皆
様
に

は
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
的
に
猛
威
を
ふ
る
う
中
、
誠
に

残
念
で
す
が
、
令
和
２
年
度
、
３
年

度
と
親
善
訪
問
団
の
受
入
、
派
遣
事

業
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

世
界
規
模
で
相
手
を
思
い
や
る
心
が

も
と
め
ら
れ
、
貴
協
会
の
皆
様
が
こ

れ
ま
で
両
市
民
の
間
に
築
か
れ
て
き

た
友
好
親
善
と
相
互
理
解
の
心
が
国

際
社
会
で
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

む
す
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
し
、
再
び
両
市
民

が
お
互
い
の
市
を
訪
れ
、
交
流
で
き

る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

東
村
山
市
国
際
友
好
協
会

会
長　

折
笠　

広
樹

会
員
の
皆
様
に

は
日
頃
よ
り
本
会

の
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
を
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
総
会
を
開
催

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
な
が
ら

本
年
も
再
度
の
緊
急
事
態
宣
言
の
た

め
、
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ず
、
書
面
で
の
議
決
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に
つ
い

て
多
数
の
会
員
か
ら
承
認
を
得
ら
れ

た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
な

ど
状
況
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
今
年
の

後
半
か
ら
英
会
話
講
座
を
再
開
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
来
年
の
学
生
交

流
事
業
の
準
備
な
ど
も
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
の
場

が
２
年
続
け
て
無
く
な
る
の
は
大
変

心
苦
し
い
所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
諸

情
勢
を
ご
賢
察
頂
き
、
ご
理
解
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
終
息
を

願
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
当
協
会
の

活
動
は
ほ
と
ん
ど
休
止
し
て
い
ま
す
。

各
委
員
会
の
委
員
長
に
現
状
と
今
後

の
展
望
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

学
生
受
入
委
員
会 

委
員
長　

伊
藤　

昭
三

本
年
度
で
、
２
年
連
続
イ
市
学
生

の
受
入
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な

り
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
イ
市
学
生
の
落
胆
も
大
き
な
も

の
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
早
急
に
終
息
し
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
充
足
さ
れ
、
安

全
に
イ
市
学
生
の
訪
問
が
全
う
さ
れ

る
環
境
が
整
う
こ
と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

 

派
遣
委
員
会 委

員
長　

吉
川　

敏
子

学
生
交
流
事
業
の
中
止
を
受
け
、

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を

改
善
す
る
契
機
と
す
る
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
両
市
民
の
交
流
の
歴

史
が
コ
ロ
ナ
禍
で
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
派
遣
事
業
の
新
た
な
在

り
方
、「
姉
妹
都
市
交
流
へ
の
想
い
」

を
引
き
継
ぐ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
等
に
つ
い

て
、
リ
モ
ー
ト
会
議
も
駆
使
し
て
情

報
交
換
や
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

 

英
会
話
委
員
会 

委
員
長　

中
村　

美
和
子

昨
年
の
秋
に
は
、
令
和
３
年
度
前

期
英
会
話
講
座
の
開
講
準
備
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

収
束
せ
ず
開
講
見
送
り
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
後
期
に
は
こ
の
状
況

が
好
転
し
、
開
講
で
き
る
よ
う
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
長

年
講
師
を
勤
め
ら
れ
た
バ
ネ
ッ
サ
先

生
が
私
事
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

広
報
委
員
会 委

員
長　

藤
原　

幸
博

昨
年
度
の
委
員
会
活
動
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
協
会
の
全
行
事
が
中
止
と
な

り
、
広
報
紙
の
発
行
は
１
回
で
し
た
。

今
年
度
も
困
難
な
状
況
で
す
が
、
リ

モ
ー
ト
で
編
集
会
議
を
行
う
こ
と
に

決
め
、
皆
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
慣
れ
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
画
面

上
で
の
校
正
作
業
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

今
後
も
交
流
の
記
録
を
続
け
る
こ

と
が
広
報
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

会
員
交
流
委
員
会 

委
員
長　

伊
藤　

儀
一
郎

コ
ロ
ナ
大
流
行
を
専
門
家
は
数
年

前
か
ら
予
測
し
て
お
り
歴
史
上
約
百

年
単
位
で
の
出
来
事
で
す
。
前
回
は

百
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
。
ウ
イ
ル

ス
の
変
異
種
で
終
息
に
４
年
強
。
今

回
は
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
よ
り
２
年
強

で
の
終
息
が
望
ま
れ
て
い
る
。
当
委

員
会
で
は
、
３
密
会
員
交
流
は
無
理

だ
が
、
イ
市
の
友
人
達
と
の
リ
モ
ー

ト
交
流
は
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

会
員
拡
充
委
員
会 

委
員
長　

折
笠　

文
子

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
会
の
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
が
全
て
停
止
と
な
り
非
常

に
残
念
で
す
。
40
年
以
上
の
歴
史
あ

る
会
で
す
の
で
終
息
後
は
、
以
前
に

増
し
て
魅
力
あ
る
活
動
を
再
開
出
来

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

会
の
活
動
を
支
え
て
頂
い
て
い
る

会
員
の
皆
様
に
は
大
変
恐
縮
で
す
が
、

９
月
頃
に
会
費
の
集
金
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
訃
報

　

イ
市
姉
妹
都
市

委
員
会
の
元
委
員

長
メ
ジ
ャ
ー
・
ハ

メ
ッ
ト
氏
（
78
）
が
３
月
29
日
に
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
30
年
間
、
地
域
団

体
の
要
職
を
務
め
多
岐
に
わ
た
り
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
氏
の
功
績
に
敬
意

を
表
し
、
氏
の
名
前
を
冠
し
た
奨
学

金
が
創
設
さ
れ
、
当
協
会
か
ら
も
100

ド
ル
を
寄
付
致
し
ま
し
た
。

活
動
再
開
を
願
っ
て

年
会
費
納
入
の
お
願
い

令
和
３
年
度
の
会
費
は
、
会
員
拡

充
委
員
が
９
月
初
旬
か
ら
お
預
か
り

に
伺
い
ま
す
。
そ
の
際
、
会
員
の
皆

様
に
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
さ
さ

や
か
で
す
が
粗
品（
不
織
布
マ
ス
ク
）

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

市
長
・
会
長
挨
拶

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
市
民
交
流
の
再
開
を
祈
念
し
て
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1．収　入� （単位：円）

項　　　目 令和2年度決算額 令和3年度予算額
会 費 1,256,000 1,256,000

英会話講座収入 0 1,072,500

バザー事業収入 0 300,000

補 助 金 0 470,000

繰 越 金 2,218,825 1,367,749

雑 収 入 17,568 0

合　　　計 3,492,393 4,466,249

2．支　出
項　　　目 令和2年度決算額 令和3年度予算額

会 議 費 8,254 20,000

消 耗 品 費 44,000 70,000

印 刷 費 33,309 60,000

渉 外 費 2,662 100,000

通 信 費 68,517 80,000

使 用 料 1,200 50,000

備 品 費 0 50,000

親善訪問団派遣費 2,067 540,000

学 生 受 入 費 0 270,000

訪問者受入費 0 0

教 育 交 流 費 0 0

バ ザ ー 費 0 200,000

英会話講座費 1,648,852 1,082,000

イ市行事協力費 0 0

日本庭園造園協力費 0 10,000

広 報 宣 伝 費 91,225 624,000

会 員 交 流 費 0 350,000

会 員 拡 充 費 77,238 100,000

ホームページ管理費 136,660 140,000

諸 支 出 金 10,660 100,000

予 備 費 0 620,249

合　　　計 2,124,644 4,466,249

令和２年度決算と令和３年度予算 令和3年度事業計画

☆ 英会話講座の開講
　 前期中止・後期10月～ 3月
☆ イ市 “学生訪問団” 受入事業…中止
☆ “親善訪問派遣団” 派遣事業…中止
☆ 広報紙「人と人」の発行
　 7月、11月（全戸配布）、3月
☆ 市民産業まつり（バザー出店）11月
☆ 役員・委員研修会…中止
☆ その他年間を通じて
　 （新型コロナウイルス感染予防のため変更あり）
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元
会
長大

野　

茂

❶
姉
妹
都
市
締
結

後
６
年
目
、
日
本

庭
園
造
園
に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
。

庭
園
委
員
会
な
ど
当
市
か
ら
８
名
と

イ
市
職
員
５
～
６
名
の
共
同
で
工
事

開
始
。
ラ
ー
ナ
さ
ん
の
通
訳
。
僅
か

数
日
で
の
見
事
な
庭
の
完
成
は
夢
の

様
で
し
た
。

毎
日
の
労
働
を
支
え
た
の
は
、
心

の
こ
も
っ
た
食
事
の
接
待
で
し
た
。

❷
工
事
開
始
ま
も
な
く
庭
石
の
不
足

が
わ
か
り
、
隣
の
ア
イ
オ
ワ
州
ブ
ー

ン
の
採
石
場
ま
で
私
が
同
乗
。
約
280

キ
ロ
先
ま
で
、
最
初
で
最
後
の
ダ
ン

プ
カ
ー
に
乗
っ
て
の
ド
ラ
イ
ブ
。
居

心
地
悪
い
助
手
席
で
の
長
時
間
、
辛

抱
し
ま
し
た
。

❸
庭
園
は
2005
年
「
熊
木
令
次
園
」
と

イ
市
議
会
が
承
認
。
2014
年
ラ
ー
ナ
さ

ん
が
、
庭
園
に
「
石
の
ベ
ン
チ
」
を

寄
贈
し
設
置
さ
れ
た
こ
と
。

❹
共
に
汗
を
流
し
た
イ
市
市
役
所
の

日
本
庭
園
、
平
和
と
友
情
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
維
持
保
存
の
た
め
今
後
と

も
両
市
の
協
力
を
。
造
園
に
関
わ
っ

た
人
々
の
再
会
も
願
っ
て
い
ま
す
。

前
会
長

岩
瀬　

由
明

❶
協
会
活
動
を
通

し
て
懇
意
に
な
っ

た
会
員
と
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
行
、

協
会
主
催
の
一
泊
旅
行
。
グ
レ
ン
デ

ー
ル
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
。

初
め
て
の
訪
問
時
の
乗
馬
体
験
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
ゴ
ル
フ
、
野

球
観
戦
。

❷
帰
国
の
際
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

電
子
辞
書
片
手
に
苦
戦
し
て
書
い
た
。

（
2
回
目
は
予
め
作
っ
て
行
っ
た
。）

ホ
ス
ト
と
の
食
事
の
際
の
ス
テ
ー
キ

が
わ
ら
じ
の
よ
う
に
大
き
く
て
ベ
ル

ト
を
緩
め
苦
労
し
て
完
食
し
た
。

❸
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
の

際
、
滞
在
中
の
献
身
的
な
お
も
て
な

し
に
思
わ
ず
涙
腺
が
ゆ
る
ん
だ
こ
と
。

先
輩
派
遣
生
が
協
会
の
役
員
や
委
員

と
な
っ
て
そ
の
素
晴
ら
し
い
資
質
で

協
力
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
。

❹
姉
妹
都
市
提
携
し
て
43
年
に
な
り

ま
す
。
こ
こ
2
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
全
て
の
交
流
が
出
来
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
こ
で
歩
み
を
止
め
る
事
な
く

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
楽
し
く
活
発

な
交
流
の
場
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。

元
副
会
長

東
村　

貴
美

❶
友
人
が
た
く
さ

ん
出
来
た
事
で
す
。

1982
年
第
２
回
訪
問
学
生
を
一
緒
に
ホ

ス
ト
し
た
方
々
と
は
現
在
も
交
流
が

続
い
て
い
ま
す
。
1984
年
に
初
海
外
旅

行
先
の
イ
市
で
生
活
様
式
の
違
い
に

驚
き
ま
し
た
が
楽
し
か
っ
た
。

❷
英
語
が
話
せ
ず
辞
書
を
片
手
に
身

振
り
手
振
り
の
会
話
で
苦
労
し
ま
し

た
。
委
員
会
制
度
が
出
来
た
時
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
少
な
く
て
1
人
が
何

役
も
兼
務
し
た
の
で
、
外
部
よ
り
一

部
の
人
の
友
好
協
会
だ
と
非
難
さ
れ

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

❸
姉
妹
都
市
提
携
後
の
運
営
を
一
般

市
民
に
任
せ
て
下
さ
っ
た
事
で
す
。

会
員
も
増
え
、
派
遣
生
の
申
込
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
姉
妹
都
市

会
議
で
当
市
は
成
功
し
て
い
る
モ
デ

ル
市
と
し
て
何
度
も
発
表
し
ま
し
た
。

❹
先
人
が
両
市
を
結
ぶ
「
宿
根
草
」

の
種
を
蒔
き
、以
来
43
年
間
毎
年『
相

互
派
遣
交
流
』
の
花
が
咲
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
若
者
の
た
め
に
こ

の
花
を
枯
ら
す
事
な
く
永
遠
に
育
て

て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

元
副
会
長

佐
藤　

公
子

❶
1981
年
よ
り
34
年

間
当
協
会
に
関
わ

っ
た
活
動
は
楽
し
か
っ
た
。
姉
妹
都

市
事
業
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
う
。
長
期
間
受
入
委
員
会
に

所
属
し
、
人
と
人
の
絆
を
深
め
貴
重

な
体
験
を
得
た
。
異
文
化
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
互
い
の
違
い
を
認
め
合
う

多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

❷
イ
市
と
の
連
絡
係
を
担
っ
て
い
た

時
期
は
パ
ソ
コ
ン
交
信
上
で
の
解
釈

の
食
い
違
い
や
、
う
っ
か
り
ミ
ス
等

で
各
委
員
会
活
動
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
緊
張
感
が
あ
っ
た
。

❸
熊
木
令
次
氏
が
イ
市
の
特
別
名
誉

市
民
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
事
。
慶

弔
規
定
の
草
案
を
作
成
し
、
OB
・
OG

会
を
設
立
、
さ
ら
に
相
互
に
善
意
の

品
々
を
寄
贈
す
る
協
力
体
制
を
構
築
。

❹
時
代
に
即
し
た
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
未
来
に
誇

る
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
の
継
続
。
諸

先
輩
方
か
ら
継
承
し
た
歴
史
あ
る
伝

統
や
協
会
の
基
本
理
念
を
培
い
、
互

い
に
社
会
貢
献
を
目
指
し
知
恵
を
出

し
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
。

　

私
は
グ
レ
ン
デ

ー
ル
小
学
校
に

通
っ
て
い
た
時

は
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

2002
年
に
派
遣
学
生
と
し
て
東
村
山
市

「
協
会
の
こ
と
何
も

知
ら
な
か
っ
た
け
ど
・
・
・
」

　

2018
年
、「
姉
妹
都
市
提
携
40
周

年
記
念
事
業
の
市
民
派
遣
団
」
で

米
国
ミ
ズ
ー
リ
州
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ス
市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま

せ
ん
か
。
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
海
外
旅
行
の
経
験
が
全
く
な

い
私
は「
え
っ
! ?
米
国
？
イ
市
？
」

ど
こ
の
団
体
が
？
と
半
信
半
疑
。

で
も
頭
の
中
は
「
行
き
た
い
、
海

外
旅
行
…
」
と
い
う
思
い
と
、「
で

も
肝
心
の
英
語
が
ダ
メ
だ
…
」
と

葛
藤
し
て
い
ま
し
た
。「
英
語
し

ゃ
べ
れ
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
か
ら

行
き
ま
し
ょ
う
！
」
の
声
に
背
中

を
押
さ
れ
決
心
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
、「
東
村
山
市
国
際

友
好
協
会
」
が
ど
の
よ
う
な
団
体

コ
ー
ヒ
ー

　
　

 

ブ
レ
イ
ク

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と
が
あ
り
、

2014
年
か
ら

JSCC
（
＊
）
の
委
員
を
務
め

て
い
て
、
昨
年

JSCC
の
委
員
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
で
両
市
の

学
生
交
流
が
2
年
続
け
て
中
止
に
な

っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
が
、

JSCC
は
６
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
オ
ン

ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。
日
本
に
関
す
る
品
物
の
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
販
売
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
や
東
村
山
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
を
企

画
し
ま
し
た
。

　

今
は
2022
年
の
学
生
交
流
の
準
備
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
世
界

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
況
が
見
通
せ

ず
、
不
安
な
ま
ま
交
流
を
再
開
す
る

で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
今
と
な
っ
て
は
恥
ず
か
し
い
限

り
）事
前
学
習
会
に
参
加
し
て「
東

村
山
市
国
際
友
好
協
会
」
の
活
動

や
、
イ
市
と
姉
妹
都
市
を
提
携
す

る
に
到
っ
た
経
緯
等
が
少
し
分
り

ま
し
た
。
実
際
イ
市
に
行
き
、
ラ

ー
ナ
さ
ん
の
ご
尽
力
で
今
の
両
市

の
交
流
が
実
現
、
継
続
出
来
て
い

る
こ
と
を
知
り
感
慨
深
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
又
、
今
回
の
訪

問
団
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

ト
ル
ー
マ
ン
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領

と
原
子
爆
弾
・
広
島
の
関
係
も
理

解
で
き
ま
し
た
。

　

世
界
平
和
を
願
う
気
持
ち
は
誰

も
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
を
目

的
に
活
動
を
続
け
る
友
好
協
会
で

お
役
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
と
思

っ
て
い
ま
す
。

�

（
Ｔ
・
Ｈ
）

〇
本
年
度
中
止
予
定
の
活
動

　

英
会
話
講
座
前
期
、
学
生
派

遣
、
受
入
れ
、
会
員
交
流
活
動

（
産
業
ま
つ
り
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、

役
員
・
委
員
研
修
会
）
等
予
定

が
変
わ
る
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
人
事
異
動
（
市
民
部
関
係
）

　

市
民
部
次
長
肥
沼
裕
史
氏
は

教
育
部
公
民
館
館
長
に
転
出
。

後
任
の
次
長
に
高
橋
道
明
氏
が

課
税
課
長
よ
り
着
任
。

　

こ
れ
ま
で
も
サ
ー
ズ
等
に
よ

り
交
流
が
中
断
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
号
は
経

験
豊
富
な
先
輩
方
に
尋
ね
る

「
温
故
知
新
」
を
企
画
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
人
と
人
を

繋
ぐ
広
報
紙
の
役
割
を
担
い
、

継
続
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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編
集
後
記

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
東
村
山
市
と
話
し
合
っ

て
、
皆
が
安
心
し
て
派
遣
生
を

送
っ
た
り
受
け
入
れ
た
り
で
き

る
時
期
を
見
極
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
日
本
姉
妹
都
市
委
員
会

J
S
C
C 

新
委
員
長

キ
ャ
シ
ー
・
パ
ロ
氏
に
聞
く

お
知
ら
せ

温 故 知 新
　姉妹都市との友好を長年歩み続けてきましたが、今は
やむなく立ち止まらざるを得ません。そこで当協会に深
く関わった方々に、次の前進のために今までを振り返っ
ていただきました。
質問	①「嬉しかったことや楽しかったこと」	
	 ②「失敗や苦労したこと」
	 ③「印象的なことや発見したこと」
	 ④「協会に期待していること」


